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第６回鳥取市行財政改革推進市民委員会・会議録 

 

日 時：令和元年 5月 30 日（木） 午後 1時 30分から午後 3時 30 分 

会 場：鳥取市役所 本庁舎６階 小委員会室 

出席者：≪委員≫ 

    山下 恭史 委員長、川口 有美子 委員、田村 康悦 委員、徳本 敦子 委員 

長屋 幸美 委員、松本 公彦 委員、谷口 稜 委員 

    ≪鳥取市≫ 

    行財政改革課／河口行財政改革課長、谷口行政経営係長、藤原主任、岩田主任 

―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

会議内容 

１．開会 

谷口係長： 

それでは定刻となりましたので、これより第６回行財政改革推進市民委員会を開催

いたします。本委員会の設置要綱第５条第２項に「委員会は、委員の半数以上の出席が

なければ会議を開くことができない」と規定されていますが、本日は全１０名のうち７

名の方にご出席をいただいておりますので、本日の会議が成立していることをご報告

いたします。では、山下委員長より開会のご挨拶をいただきます。 

 

２．あいさつ 

山下恭史委員長： 

委員の皆様におかれましては、暑い中お集まりいただきましてありがとうございま

す。全国的には悲しいニュースなども流れていますが、ここ鳥取では明るい話題も多い

かなと思います。例えば直近では因幡但馬エリア、いわゆる麒麟のまち圏域での麒麟獅

子舞の日本遺産の登録でありますとか、ゴールデンウィーク明けの 5月 12 日には山陰

道の鳥取西道路の全線開通がありました。また公共交通の結節点であります鳥取駅の

北口では商業施設を核とした地域の活性化策の官民を挙げての検討がなされようとし

ております。また、反対の南口側では鳥取市役所新本庁舎の建設が急ピッチで進められ

ています。こういった事業や施策が組み合わさって、賑わいがさらに創出されて地域の

活性化に繋がっていくんだという風に思っております。 

今日は主には前回ヒアリングしたもののとりまとめの作業をしていくということに

なりますので、何卒よろしくお願いいたします。 

 

３．議事 

谷口係長： 

ありがとうございました。それでは以後の進行は山下委員長様にお願いいたします。 
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山下恭史委員長： 

それでは先ほど申し上げましたけれど、レジュメにありますように、前回ヒアリング

をしたものの意見集約をするということと、その前に（１）にあります市政改革プラン

（第 7次行革大綱）についての説明を事務局からしていただくことになります。 

では事務局より（１）の説明をお願いいたします。 

岩田主任： 

はい、それでは議事の（１）市政改革プラン（第 7次行革大綱）についてご説明させ

ていただきます。現在皆様に外部評価をしていただいておりますのが第 6 次の鳥取市

行財政改革大綱でございます。こちらが今年度、令和元年度を持ちまして計画期間を終

了するということになっておりまして、その後、令和 2年度からの新たな取り組みをど

うしていくかというのを検討しております。これについて本日は皆様にご説明させて

いただければと思います。資料は「市政改革プラン（第 7次行革大綱）の策定について」

というものをご覧ください。まず本市を取り巻く状況というものをお話しさせていた

だきます。１つ目は少子高齢化及び人口減少ということですが、鳥取市の生産年齢人口、

これは 15歳から 64歳までの人口でございますが、これが平成 20年度末に 124,099 人

いたものが、平成 29 年度末には 110,637 人ということで、この 10 年ほどの間に 1万 3

千人ほど減少してしまったという状況がございます。それから高齢化率ですが、平成 20

年度末が 22.7％であったのに対し、平成 29年度末は 28.1％ということで 5％強上昇し

ているということになります。このほか市の財政状況というものも見ていきますと、市

税収につきましては平成 20 年度で 25,444 百万円ございましたが、平成 29 年度では

23,522 百万円ということで減少に転じているという状況でございます。また国からの

地方交付税というものも、こちらは平成 25年度からに比較になりますが、29,206 百万

円あったものが、平成 29年度では 26,104 百万円というように減ってきておりまして、

財政的には厳しい状況が続いてきているというところでございます。併せまして、鳥取

市が持つ課題の一つとして公共施設の再配置というものがございます。簡単に言いま

すとこれから公共施設の維持更新費用が増加していきますよということなんですが、

鳥取市の公共施設を全て現状のまま今後もずっと保有し続けますと仮定した場合、年

間で約 65億 5 千万円の更新費用ですとか修繕費用が発生するという見込みがございま

す。こういったものをずっと抱えていくことは非常に厳しいということで、鳥取市を取

り巻く状況の中での一つの課題として捉えております。そして、最後に国の動向でござ

いますが、国も少子高齢化、生産年齢人口の減少等を踏まえまして、各自治体に向けて、

ＡＩなどの活用ですとか、市民との協働・官民連携、圏域マネジメント、県・市の業務

共通基盤の構築と進めましょうという方針を打ち出しております。 

こういった様々な状況がございまして、我々としては、今後鳥取市がどう行財政改革

に取り組んでいくかということを市政改革プランにまとめていこうとしているわけで

ございますが、この市政改革プランを策定するにあたり大きく２つ方針を持っており
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ます。まず１つは、「本市の行財政改革が取り組む方向性を示すものとする」というこ

とでございます。鳥取市総合計画という、鳥取市の一番大きな計画がございまして、こ

こでは教育ですとか健康ですとか防災ですとか、あらゆる分野の取り組みの方向性が

盛り込まれたものでございまして、鳥取市の将来像の実現を目指すために作られた計

画でございます。一方、市政改革プランにつきましては、その総合計画を下支えするた

めの、行財政の基盤づくりを進めるものという風に位置づけまして、限られた人、物、

金という資源を最大限に活用しながら、業務執行の効率化ですとか市民サービスの向

上といったものを目指していきたいと考えております。この資料の下に、総合計画と市

政改革プランの関係性のイメージ図を載せております。総合計画で将来像の実現を目

指していく、そのために必要な財政基盤を市政改革プランでしっかり作っていくとい

うものでございます。それからもう１つの方針ですが、「5 年間で成果を出す総合目標

を設定する」というものでございます。鳥取市の新たな市政改革プランではですね、成

果の上がる実施計画というものをきちんと数値化していって、実効性の高い総合目標

として効果額というものを弾いていきたいと考えております。これを設定することで、

市政改革プランの計画期間である 5 年間の成果をしっかりとお見せできるようにして

いきたいと考えております。続きまして資料の裏面をご覧ください。この下半分は現在

取り組んでいる第 6 次鳥取市行財政改革大綱の総合目標の進捗状況を参考に載せてい

るものです。上半分のところが、市政改革プランをどういった柱立てで作っていくかと

考えたものでございます。こちらにつきましては、全国に数ある中核市がそれぞれどう

いった取り組みをしているのかということを調べまして、その中でのスタンダードタ

イプと言いますか、多くの自治体で取り組んでおられるようなものを参考に作ってい

るものです。左から順に見て行きますと、行財政効果というものを導いていくために大

きく３つの柱で取り組んでいこうというものです。１つ目は協働・連携による効果的な

業務、２つ目は職員・組織の改革、３つ目が健全な財政基盤の堅持という大きな３つの

柱でございます。そしてその柱の下に、例えば協働・連携のところですと、市民と協働

して事業を進めて行きましょうですとか、官民連携とありますが民間事業者と連携を

しっかりしていきましょう、そして役所同士で近隣自治体との連携を深めていくこと

で効率的効果的な業務を進めましょうという考えものです。それから職員・組織の改革

というものですと、まずは我々職員が能力をしっかり高めていきましょう、そしてそれ

を活かす組織を作っていきましょうというものですね。そして次に働き方改革。今の業

務のやり方というのを見直して、例えば先ほどＡＩという言葉も出しましたけれど、機

械化できるものはないかとかそういったところを考えていこうというものです。その

下の内部統制は、よくコンプライアンスという言葉も耳にしますが、ルールを明確化し

て、我々職員がそのルールをしっかり守っていくことで、将来のリスクを押さえていき

ましょうという考えのものです。最後の柱、健全な財政基盤の堅持というものにつきま

しては、歳入確保の取り組み、それから現在やっている業務の歳出をどうやって削減し
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ていこうかという取り組みによって、行財政改革を進めて行きたいと考えているもの

でございます。 

今後こういったものを作っていきたいということでございまして、内部的には準備

を進めておりますが、市民委員会の皆様にどういったところをご協力いただきたいか

ということを、次の資料「市民委員会の実績と今後の予定」というものでご説明いたし

ます。この資料の右側の縦列、市政改革プラン（第 7次大綱）と書いたところをご覧く

ださい。本日が令和元年度 5 月の第 6 回市民委員会でございます。本日は市政改革プ

ランの方針の説明ということで、ただ今お話をさせていただきました。その次が 7 月に

第 7回の委員会を開催しまして、ここでは、今内部で検討している市政改革プランの骨

子案と取組案をもう少し具体的なものとして皆様にお示しできると思いますので、そ

れについてご意見をいただきたいと考えております。10 月の第 9 回の委員会では、さ

らに具体的なスケジュールや取り組み方法も含めた実施計画をご提示しまして、それ

についても改めてご意見いただきたいというところでございます。その後、委員会での

市政改革プランへの取り組みとしては令和 2 年に入ってから最終案をご説明させてい

ただきたいと思います。このような形で皆様のお力をお借りしながら次の 5 年間に進

める行財政改革の取り組みを作っていきたいと考えております。 

山下恭史委員長： 

事務局の方から概要をご説明いただきましたが、委員の皆さまからご質問ですとか

ご意見があればお伺いしたいと思います。概要ですのでまだ少し分かりづらいかもし

れませんが、もしあればお願いいたします。 

よろしいでしょうか。ではご質問など無いようですので次の議題に入っていきたい

と思います。この委員会では年度末ごろに外部評価の報告書を作成して提出したいと

考えております。スケジュール感については先ほどの説明で使われた「市民委員会の実

績と今後の予定」という資料をご覧いただければと思いますが、具体的に何をしていく

かと言いますと、一番最後の資料をご覧ください。Ａ４サイズで左上にサンプルと書い

てあるものですが、これは前期の委員会でまとめた評価結果です。これで完成品をイメ

ージしていただきたいのですが、総評というところに「継続実施していただきたい」と

簡潔にまとめてありまして、その下部分に全体的な意見を整理した文章があります。そ

して下の方には意見・提言というところがありますが、ここには、必ずしも委員会全体

の意見ではないものかもしれないけれど、特に付け加えたいというものがあれば書い

ていくというものです。概ねこういうものを作っていくんだというイメージが皆様に

伝わればと思いますが、よろしいでしょうか。今日のこれからの進め方ですが、「担当

課ヒアリングで出された意見まとめ」という資料に、前回ヒアリングした際の各委員の

ご意見を箇条書きにしてありまして、それをまとめるとこういうことになるんではな

いでしょうかとしたものです。これをベースにして、事務局にこの 4件を説明いただき

ながら、ヒアリングの時はこう思っていたんだけどやっぱり違うのではないかという
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ような意見交換をしていければと思います。では最初に、政策企画課さんの「シティセ

ールス戦略プラン（ＳＱ）のあるまちに基づく取り組みの推進」について事務局からご

説明いただければと思います。 

岩田主任： 

前回ヒアリングをご欠席の方にも議事録をお送りしまして、事前にご覧くださいと

お願いをしておりましたが、改めまして、ヒアリングの時にどういった説明があったか

ということも簡単に触れてから資料のご説明をさせていただきます。 

こちらのシティセールス戦略プランですが、ＳＱのあるまちというブランドスロー

ガンを掲げまして、職員が自分たちの行動指針としてアクションプランというものを

作って行政サービスの質の向上に向けた取組を行っています。例えば市民の方に気持

ちよく窓口に来ていただけるようにしましょうとか、各職場でそのような取り組みを

行うということがまず一つの大きな取り組みです。それからもう一つこの中で取り組

んでいるのが、行政だけではなく市民の方や企業の方と連携しながらシティセールス

を進めて行きましょうというものです。具体的な例としては、ユーチューブでのインタ

ーネット放送などを行っていますという説明がございました。そのヒアリングの中で

皆様から出されたご意見としては、次のとおりまとめてございます。 

（以下、資料読み上げ） 

山下恭史委員長： 

はいありがとうございました。先ほど申し上げたように、最終的にはサンプルで示し

たように報告書に落とし込んでいきたいと思います。事務局の方でまとめということ

で記載していただいておりますが、委員の皆様から、総評として私はこう思いますとい

うようなことがあればご意見いただきたいと思います。松本委員さんいかがですか。 

松本委員： 

イメージとしてはこのまとめに書いていただいていることが、サンプルにある総評

の下のところに来るということだと思いますが、例えば一番上のまとめでは「具体的な

イメージをもって取り組むべきと考える。」と書かれたときに、自分が担当者だったら

どう考えるかなというのがすごく難しいですよね。我々もこう言うんですが、じゃあ具

体的に考えるとなると大変だろうなと思ってしまいました。私は 10 番の意見を言わせ

てもらったと思うんですが、ヒアリングの時に担当者の方が「砂漠」という表現をされ

ていましたけれど、そういう風に思っている方に対して実はそこまで不便なところで

はないんだよというようなイメージでしゃべられていたのかなと思います。一方で吉

祥寺のような売り込みの仕方と言いますか、どちらかといえば自虐的なＰＲの仕方と

いうのを今まであまり見たことが無かったので、具体的に考えるのであれば、やり方と

してこういうものもいいのではないかなという意味でこの話を出させてもらいました。

このように例えばこういう案としては言えても、まとめコメントとしてどう書くのか

というのが難しいですね。市の方に何か考えてという言いっぱなしになると申し訳な
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いですし。 

川口委員： 

質問ですが、サンプルの総評というところに、「継続実施していただきたい」という

風に大きな結論が書いてあるんですけれど、これは何パターンかすでにコメントが用

意されていて、そこから選ぶということになりますか。 

山下恭史委員長： 

   特にそういったものは無いです。 

川口委員： 

じゃあこちらで作っていくということになるわけですね。であれば、このシティセー

ルスの取り組みについても、こういうものを考えて、まずは結論を出した後に今説明が

あったようなまとめが下の文章として表記されるということになるので、それをみん

なで考えていくということになるのですね。 

山下恭史委員長： 

そうです。それについて先ほど松本委員さんからは少し難しいねというようなお話

しでしたが。 

川口委員： 

じゃあ例えば、「難しいながらも継続実施していただきたい」というような言い方も

あるわけですか。 

山下恭史委員長： 

まあそうですね、例えばまとめ方としてはそういう言い方になることもあるかもし

れません。ちなみに皆様、もともとの評価シートはお持ちですか。単に「継続してくだ

さい」と言っても、担当課が考える継続と、私たちが考える継続とでズレがあってはい

けないので、改めて評価シートでどんな取り組みであるのかを確認してみましょうか。 

長屋委員： 

具体的に取り組まれていることを見ると、クレドカードを作成して全職員に配布し

ているということなんですが、クレドカードというのはどんなものですか。 

岩田主任： 

クレドというのは指針とか目指すものとかそういうことなんですが、職員行動指針

として、例えば「私たちは、常に資質の向上に努めます。」とか、我々が職員としてど

ういう考え方をしていく必要があるのかというのを意識できるように、こういったも

のが書かれたカードを携帯しています。 

長屋委員： 

これは職員に向けてのアクションということですよね。その後は、私たち市民に対し

てのアクションをこれから起こしていこうとしていて、そのために来期も予算を付け

てやっていこうとしているということでいいんですかね。 

 



7 
 

山下恭史委員長： 

はい、そういうことだと思います。評価シートの上の方に年度別計画という部分があ

るので見ていただきたいんですが、ここの平成２９年度のところに、シティセールス戦

略プラン「ＳＱのあるまち」に基づいたシティセールスの継続実施とありまして、これ

は平成３０年度も引き続きしておられるものと思います。そして今年度は、それらの取

り組みを継続しながら、シティセールス戦略プランの見直しという計画になっており

ますので、そうなっているという理解で良いのかなと思います。 

今日、この場で総評のところがしっかりと固まらなくても、今日の議論を基に事務局

の方で総評の原案を作ってもらうということに実際はなると思いますので、何かしら

ご意見は出していただけた方が、事務局もまとめやすいと思います。ですからご意見が

あれば言っていただいて、現時点の資料のとおりで良いということであればこの中か

ら大筋のところをまとめていくことになると思います。いかがでしょうか、何かご意見

ございますか。 

長屋委員： 

まとめとしてはこのようなことだと思います。 

山下恭史委員長： 

他にご意見はございますか。 

谷口委員： 

よろしいですか。一番下のまとめに、「地域魅力度の向上を目指すのであれば別の取

り組みとするか、または目標順位 100 位は非常に高い目標であるので、指標を再検討す

るなど」とあります。平成 29年度で鳥取が 232位という状況で 100 位という目標を再

検討するというのは、イコール下げるということだと思うんですが、例えば市民として

は、魅力度が 200 位とか 150 位と言われてもあまりピンと来ないというか、正直それ

で鳥取市が頑張っているとは感じにくいと思います。だからこそ初めに目標を立てら

れた担当の方もそういう思いで 100 位という数字を出してきたんだと思いますので、

そういう面で考えればあまり 100 位を下げるというのはどうなのかなという気がしま

す。たとえそれで目標値を達成できたとしても、本来の目的を達成したとは言えないん

ではないかと思います。それなら取り組みを別のものにするという方に重点を置いた

方が良いのではないかという意見です。 

 松本委員： 

前回のヒアリングの時に、確か平成 30 年度では 171 位とおっしゃっていましたね。

それで 100 位はちょっと厳しいんじゃないかという話になりましたね。あとはここで

数値的な目標っているのかなということもありましたし、結局じゃあ何位が良いのか

なっていうことにもなってしまいますよね。 

山下恭史委員長： 

私の個人的な思いからすれば指標は 100 位でもいいんですが、今の施策を漫然とや
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っていたのではたぶん目標達成は難しいだろうと思います。まず、まとめの一番上に、

鳥取市の魅力をシティセールスでと書いてありますが、じゃあ何が魅力なのかってい

うことがまだ漠然としておりますので、何を売り出していくかというのをきちんと明

確にして、もう少しスピード感を持って対応策を打ち出していかないと多分無理だろ

うなと思います。現状把握というのがまだ不十分でして、順位の把握ということではな

くて、鳥取市の現状として便利であるとかそうではないとかいう議論もありましたけ

れど、居住環境であったり自然環境であったり食の分野というは移住されて来た方の

満足度が高いとアンケート結果で出ているので、こういうものをもっと売り出してい

くということはいるのではないかと思います。公共交通は大都市ほど整備はされてお

りませんけれども、一定距離の範囲内であれば日常生活は充分可能な、いわゆるコンパ

クトシティという考え方からすれば、ある程度は便利ではあるという風にも思います。

ですからそういう打ち出し方をしているということですし、加えて、車を持ってらっし

ゃらない人もいるという話も前回出ていましたけれど、最近だんだん広がってきたカ

ーシェアリングとかライドシェア、あるいは電動バイクといったものも検討してみて、

公共交通を補完するような手段を考えて売り出していくというのも良いのではないか

なと思います。 

徳本委員： 

私も今のお話しに同感です。その通りだなと思いました。それと確認したいのですが、

そもそもこのシティセールス戦略プランというものに取り組んで何を達成したいんで

しょうか。着地点といいますか。 

岩田主任： 

シティセールス戦略プランとしては数値目標も掲げておりまして、今回指標として

取り上げている地域魅力度というのもその一つですし、その他にも市民の愛着度や市

民サービス満足度というもの。これはおそらくアンケートか何かで取って行くことに

なると思いますがそういうものを目標としては目指しているということです。 

徳本委員： 

100 位になったらどうなるとかっていうのはありますか。何のために 100 位というか

上位を目指すのか。 

岩田主任： 

評価シートをご覧いただけたらと思いますが、上の方に行財政効果という欄があり

まして、そこには「シティセールスを推進することで、交流人口の増加、企業誘致、移

住定住等を促進し、税収増加を図ります。」としておりまして、ここが将来的には目指

したいところかなと考えています。 

徳本委員： 

企業誘致の方はあまり詳しくありませんが、少なくとも県外から移住を考えられる

人は都会からの人が多いです。そういう中で売り出していく鳥取の魅力っていうのは
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都会に対抗するものでは全くなくて、何にも無いことがすごい魅力なんだと思うんで

す。そういうことにたぶん鳥取の方は気づけないということがあって、外部から入って

きた人が新しいことを始めるということが私の周りでは多いです。ですから中で考え

るというよりも委員長がおっしゃられたように外から見た鳥取っていうのがどういう

ものなんだろうというような情報収集をもっとしないと、それぞれが主観的に物を言

っていて、市の方針とかも決まりにくいんじゃないかなと思います。おそらく結果は全

て出ているので、そこをきっちり把握していかないと、今の取り組みを見ても具体的な

策が何もなくて、どう思われますかと聞かれても何を言っていいのかが分からない感

じです。これを繰り返していても進まないんじゃないかなと思います。先日のヒアリン

グを聞いても、具体的なことが無いですよね。そこを、必死に材料を集めて考えてやっ

てみるというのをスピード感を持ってやっていかないといけないんじゃないかなと思

います。 

山下恭史委員長： 

ありがとうございます。その他、田村委員さんどう思われますか。 

田村委員： 

皆様がおっしゃるように、魅力をしっかり理解できるような形にというのももちろ

んありますし、あとは設定されている目標達成に向けた過程と目標値のズレを感じる

部分もあります。過程を修正されるか目標を修正されるか、どちらかをご検討いただく

ような形が良いのかなと思います。 

徳本委員： 

このＳＱのあるまちというのと、次の議題の移住定住の推進ってすごく繋がってい

ますよね。住み分けが難しくて、話も切り離せないなと思うんですけど、例えば毎回移

住相談の相談役をされている方が生の声を聴いておられると思うので、そういう声も

大事じゃないかと思います。 

長屋委員： 

まちの魅力って人によって感じるところが違いますよね。賑やかなところが魅力的

と感じる人もいれば、何もないところに暮らしたいなと思う人もそれぞれあると思い

ます。なので、例えば外に移住された人に、どうして移住されたのかを聞かれれば、い

ろいろな意見が出てくるとは思いますが、そこにヒントがあるんじゃないかなと思い

ます。来られた人の意見を聞くのもすごく大切ですが、出ていく人に、なんで鳥取を捨

てていくのかっていうのを聞いていただくのも一つのきっかけになるんじゃないかな

と思います。 

例えば鳥取はどうしても雪が多いですよね。雪が降るのは自然のことなので仕方が

ないんですが、雪が降った時にどういう風に鳥取市のバスとか列車などの公共交通機

関が動いているかとか、道路の雪がかいてあるとかないとか、そういう所の整備とか、

あるいは雪が降った時に、ガソリンなんかも高騰していますからそういうところをど
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う対応していくのかとか、そういうことがもう少しできていれば、雪が嫌だという人も

少しは暮らしやすくなるのかなと思います。あとは子どもの進学で考えた時に、子ども

がビジネスというか簿記とかを勉強したいと思っても大学に行かせる余裕がなくて、

でも専門学校だったら行かせられるなという家庭もたくさんあると思うんです。でも

鳥取には医療の専門学校しかないので、県外に行かないといけなくなるんですが、子供

を出すということは学費以外の経費も必要になるので、それで断念して働きに出ると

いうことだってあると思います。そういう、子育ての環境なども対策がなされれば、も

っと鳥取にいたいと思う人も出るかもしれません。それから今のこの評価シートには、

鳥取市のシティセールス戦略についての研修を実施すると書いてあるんですけれど、

例えば熱海なんかは、観光の課の方が積極的にテレビとかに来てよ来てよとアピール

して、メディアを使って良い所を紹介したりとか、観光客を歓迎しているような気運が

見られた結果、今復活してきたじゃないですか。だから職員一人ひとりに研修するのも

良いとは思うんですけど、それだけで鳥取市は良いんだよとアピールできるようにな

るかというとそうではないと思います。なので職員研修を厚くする以外に、担当課の職

員の方たちが県外の先進的な地域に出向いて、思いっきりアピールする力を付けてい

ただいて専門的にやっていただいた方が、もっと日本中世界中に広がるものになって

いくんじゃないかなと思います。 

山下恭史委員長： 

ありがとうございます。ちなみ熱海はランキングで行くと 17 位でした。 

長屋委員： 

前はすごい下火だったんですよね。 

山下恭史委員長： 

それこそメディアを使ってシティセールスを積極的にしてきた結果ということなん

でしょうね。 

松本委員： 

よろしいでしょうか。この評価シートの行財政効果のところを見ていたんですが、最

終的には税収増加を図るというところがテーマで、そのために交流人口を増加させま

しょうとか企業誘致をしましょう、移住定住を促進しましょうということを議論する

場だと思いますし、会社経営に例えると儲けを出すために鳥取市をどうしていくのか

ということだと思います。逆に移住者とか企業誘致で人がたくさん集まりだすと、今ま

で住みやすかったのに住みにくくなったじゃないかっていう矛盾は施策の中で出てく

ると思いますので、あとはそこをどうバランスを取ってやっていくかというのを意見

を出して考えていただくっていうのが良いのかなと思います。 

山下恭史委員長： 

たくさんご意見もいただきましたが、こればかりずっと議論をしていても他のもの

もありますので、ここまででいただいたご意見を参考にしながら事務局と協議して原
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案を作ってみたいと思います。ではひとまずこのテーマについては区切りたいと思い

ます。 

次に、地域推進型移住定住の促進ということで、事務局からご説明いただけますか。 

岩田主任： 

はい、続いての地域推進型移住定住の促進についてですが、ここでの主な取り組みと

しては、支所エリアの地元の方にご協力をいただきまして、空き家の管理運営というの

を委託しているというものです。それによってしっかり空き家を確保して、移住を希望

される方に住居を紹介できるようにするということが主なところでございます。ヒア

リングの際には担当課から、この他の移住定住策として様々な事例も紹介していただ

きました。移住・情報交流ガーデンや東京・大阪に相談員を配置して相談窓口を設けて

いますとか、移住定住フェアのようなイベントに出展して皆さんにＰＲしていますと

いったご紹介。それから鳥取体験ガイドワーホリツアーという取り組みですとか、就職

活動をしに鳥取に帰ってくるときのＵターン者への交通費の補助を出しますといった

ような様々な取り組みをして、移住定住の促進に向かっていますという全体のご説明

をいただきました。その中で皆様にいただいたご意見としては次の資料のようになり

ます。 

（以下、資料読み上げ） 

山下恭史委員長： 

ありがとうございました。ここについてはヒアリング時には委員さんの見解の相違

というのはあまりなかったかなと思っております。移住フェアについては、費用対効果

が充分検討されたものではない。引続きするのなら魅力的な企画等を考えるような抜

本的な見直しが必要です、ということですね。それと、実際の移住希望者のニーズに併

せた取り組みあるいは移住の施策が必要ですよ、要するに多彩なメニューを用意して

ください、というようなことがまとめになっております。 

これについて皆さんからご意見をお伺いしたいと思います。 

松本委員： 

移住については一定の効果は出ているんですよね。鳥取市さんもすごく頑張ってお

られるので。移住定住にはこれまでもだいぶお金を使ってこられたと思うんですけれ

ど、まずは初期投資というか、移住者を増やすために投資したいという認識で良いので

あれば、ここからは効率的にそれを継続していく仕組みというものを考える時期に入

っていくのかなと思います。であれば、まとめの費用対効果のところに「抜本的な」と

書いてあるんですが、抜本的でなくとも見直しという表現でも良いのかなと思いまし

た。 

山下恭史委員長： 

ちょっと確認なんですが、評価シートの目標のところなんですけれど、平成 27年度

で 12世帯、平成 28 年度で 15世帯とあります。これは支所エリアの移住定住世帯数と
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いうことなので、いわゆる新市のエリアに移住されたあるいはしようとしている世帯

の目標であったり実績ということですか。 

岩田主任： 

こちらは移住相談業務等を通して、この支所エリアで確保した空き家に入っていた

だいた世帯というものです。 

山下恭史委員長： 

ということは、目標の立て方がどうかということはあるかもしれませんが、ほぼ目標

達成してきているということですね。 

岩田主任： 

ここまではそのような結果になります。 

川口委員： 

支所エリアに限っているのはどういう事情なんでしょうか。 

岩田主任： 

この市街地のあたり、それから国府町のあたりは、不動産屋さんが紹介できる住居の

数が比較的多いということがあります。そういうものが少ないと思われるところにつ

いて、行政と地元の方が一緒に力を入れて空き家を確保していこうという動きをして

いるものです。 

山下恭史委員長： 

移住定住の全数というのは出ていないですか。 

岩田主任： 

そういった数字は把握してはおりますが、本日手元には資料をご用意しておりませ

ん。 

長屋委員： 

情報ガーデンなどへの、移住したいというような問合せって年に何件くらいあるん

ですか。 

山下恭史委員長： 

それは確か資料をいただいていましたね。 

岩田主任： 

すみません、先ほど移住者全体の数が分からないかというご質問がありまして、それ

に本日資料はご用意していないとお答えしましたが、以前お配りした資料にございま

したので、これからコピーして追加でお渡しさせていただきます。 

徳本委員： 

よろしいですか。今、空き家を地域の人たちと確保されているということでしたけれ

ど、感触とかどのくらいのペースでできているのかとか分かりますか。結構空き家はあ

るんだけれど長男が帰ってくるからとか、仏壇があるから貸せないとかということが、

私の周りではよく聞くので、行政と一緒にやっていただいて、空き家がたくさん出てく
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ると良いなとは思うんですが、実際のところどんな感触なんでしょうか。 

山下恭史委員長： 

担当の方じゃないと分からないかもしれませんね。 

岩田主任： 

また確認させていただきます。（※１） 

 

（※１）委員会当日、事務局からはこのようにお答えしておりますが、後日担当課

から以下のとおり回答をいただいております。 

 

―――以下、担当課回答――― 

委員ご指摘のとおり、所有者様のご都合や建物の状況等により、移住者向け住居

として提供できないものも多く、空き家確保には難しい面もありますが、空き家の

管理運営を委託している地元団体では、毎年空き家調査を行い、移住者に提供可能

な住居確保に取組んでいただいております。 

▶平成３０年度実績（支所エリア全体）：調査１２９件、空き家登録件数１０件 

 

山下恭史委員長： 

そうですよね。おっしゃられるように空き家になっているけれど貸したくないとか、

あるいは、空き家に住んでもらおうと思ったら改修にかなり費用が掛かるということ

があるようですね。ですからどんどん進められるという状況ではないのかもしれませ

んね、所有者さんのご都合もありますので。 

徳本委員： 

その補助とかはあるんでしたっけ。 

山下恭史委員長： 

補助は確かありましたよね。 

岩田主任： 

空き家に入る前の家財道具を片づけたりするときの処分費用の助成ですとか。 

徳本委員： 

リフォームはどうですか。 

岩田主任： 

リフォームに使えるものもあったと思います。 

松本委員： 

空き家を使って商売をしたいという人のものだったら鳥取銀行でもあるんですよ。

鳥取市さんと連携して作ったんですけど、リノベーションの融資とファンドを。 

徳本委員： 

商売の方は補助してもらえるんだけど、個人が住む場合はほとんどないんですよね。

そういうの作ってください。 
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長屋委員： 

そうですよね、そういうのは探してもないですよね。 

山下恭史委員長： 

他になければ、先ほどの論点等をベースにしてこれもまとめていけるかなと思いま

す。それでは次に移ろうと思います。よろしいでしょうか。 

じゃあ砂像のまちとっとりの推進について、事務局からお願いします。 

岩田主任： 

はい、では砂像のまちとっとりの推進ということで、こちらの大きな業務の中身とし

ましては、まず皆さんご存知かと思います砂の美術館の運営ですね。それからもう一つ

は砂のルネッサンスという大きなイベントを実施しまして、砂や砂像の文化を醸成し

ていきたいというものでございます。ヒアリングでは担当課の考え方として、鳥取には

全国に誇れる砂丘というものがあるので、これのブランディングをしっかり進めてい

きたいという思いでやっているということでございました。特に最近は、砂と子ども教

育の関わりというものに力を入れているということや、砂のルネッサンスでは砂像選

手権というものを開催しておりまして、この参加者も増えてきていますということで

した。それから砂丘周辺のエリアではお土産物なども最近はずいぶん増えてきました

というようなご説明がありました。それに対してご意見が出たところとしては次のよ

うなものです。 

（以下、資料読み上げ） 

山下恭史委員長： 

はい、これについても何か付け加えるようなコメントがあればお願いしたいと思い

ます。ここでも特に委員さんの否定的な捉え方は特に無かったかと思いますので、今後

さらにお客さんに来てもらうためにどうしていこうかというようなことがまとめられ

ております。それから来てもらった方に、さらに中心市街地の方まで回遊してもらうと

か、あるいはここでは白兎海岸しか挙げていませんが、今であれば万葉歴史館だとか宇

部神社などのように、令和になってお客さんが増えているところもありますので、そう

いったところとの相互の連携というのもますます必要になってくるのかなと思います。 

どなたか追加のご意見等があればお聞かせいただきたいですが。 

田村委員： 

追加ということではありませんが、鳥取砂丘の観光とまちなかをいかに繋げていく

かというところは、力を入れていただけたらと思います。どうしても砂丘に行かれると

まちなかを通り過ぎて行ってしまうので、そういう所を考えていくということに重点

を置いていただきたいなと思います。 

谷口委員： 

すみませんよろしいですか。鳥取砂丘に行くと、もちろん日本の方も多いですが外国

方もちらほら見られます。そこで、魅力の向上とは少し違うのかもしれませんが、マナ
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ーの徹底というのも考えてもいいのかなと思いました。先日、夕方に行ったときに、外

国の方がテントを張ってキャンプをされていました。あまり良くないなと思っていま

して、おそらく知らないだけだと思うんですけど、日本の方も外国の方も気持ちよく観

光してもらえるように、そういったマナーというのは徹底させていく必要があるのか

なと感じました。 

徳本委員： 

砂丘ってキャンプしたら駄目ですよね。私、砂丘で運動会をさせていただいているん

ですけど、椅子一脚から全部申請しないといけなくて、当日ちょっと多いと注意された

りするくらいですから。そのマナー徹底はしてほしいです。 

川口委員： 

先ほど田村委員さんが言われた、砂丘とまちなかの回遊とか、あとは市全体で観光振

興というのにも繋がることだと思うんですが、この評価シートの行財政効果のところ

に「「鳥取砂丘の砂像」ブランド力向上による交流人口の拡大及び滞在型観光の促進を

図ります。」とありますので、宿泊するということも含めて、砂丘のあるまちづくりと

いうのをどう展開していくのかを考える必要があると思います。砂の美術館だけをど

うするのかという話ではなくて、いかに鳥取市内に泊まってもらってお金を落として

もらうかということが大事なので、例えば宿泊プランと砂の美術館を併せたパックみ

たいなものを考えますとか、ただ入館料だけを落としてもらうのでは大した経済効果

ではないと思うので、やっぱりどうしたら一泊でもしてもらえるかということを考え

て、砂の美術館や砂丘エリアをどうするのかという風に考えていかないと、滞在型観光

の促進なんていうのは図れないと思いました。 

徳本委員： 

私のやっている幼稚園に海外の方がおられまして、その方が親戚とか家族が来た時

に泊まる場所がないと言っていました。おもてなしができるところがないということ

で、結局三朝とか大山まで行ってしまうということでした。鳥取ってあまり宿泊が良く

なくて、せっかく海外の方もいっぱいいらしてくださっているので、そこをどうきちん

と満足してお金を落として帰ってもらうかというところがどうなのかなと思います。

すごくもったいない気がしています。 

岩田主任： 

おっしゃられるところごもっともでして、前回のヒアリングでも担当課がアンケー

トの紹介をさせていただいておりました。砂の美術館でアンケートを取っていて、その

中で宿泊地も併せて聞いているというものでしたが、やはり三朝温泉とか湯村温泉と

か城崎温泉という回答があるという説明がありましたので、そのあたりは担当課とし

ても課題としての認識はあると思いますので、今言っていただいたようなご意見も含

めて今後の対策というのは考えていく必要があるかなと思います。ありがとうござい

ます。 
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山下恭史委員長： 

他にどうでしょうか。 

徳本委員： 

コナンの砂像はすぐにでもやってほしいです。 

松本委員： 

砂の美術館は今指定管理者に運営してもらっているということでしたが、テーマは

協議しながら決めておられるんでしたっけ。 

岩田主任： 

そうですね、ヒアリングの時の説明では指定管理者と市とで協議しながらそういっ

たものも検討していますよということでした。 

松本委員： 

今のような、こちらからの意見も伝えることはできるのでしょうか。 

岩田主任： 

そうですね、いただいているご意見はもちろん担当課には伝えますし、砂の美術館の

アンケートでもそういったご意見をいただいているという話はありましたので。それ

と、確かヒアリングの時の話では、砂のルネッサンスの方で一度そういったサブカルチ

ャー的なものを試してみて、評判を見ながら美術館の方でも今後どうしていくかとい

うのを考えたいですという回答をしていただいていましたので、そういう前向きな気

持ちではいるとは思います。 

山下恭史委員長： 

他にはありませんか。無ければ次に行きたいと思います。 

では最後のところで、プレミアム付きふるさとプレゼントの推進、ふるさと納税ポイ

ント制度の導入、ふるさと納税ポイント制度の運用ということで、ご説明お願いします。 

岩田主任： 

はい、こちらはふるさと納税を進めていきたいというものでございまして、鳥取市と

してはふるさと納税のポイント制度なども導入しながら、返礼品として出品される品

数を増やしたりだとか、寄附をいただき易くするような取り組みを頑張ってきたとい

うものでございます。前回のヒアリングでは担当課から色々と説明がありましたが、そ

の中でまず皆様にご説明したかったと言われていたものが、ふるさと寄附金の制度が

最近変わったということでした。大きな流れとしては、平成 29年度に返礼品を 3割以

下にしなさいという方針が国から示されました。鳥取市としてはその方針に沿って、3

割の中での返礼品ということにきちんと対応しました。結果としてはその方針への対

応のタイミングによって、自治体によってはもう少し対応が遅いところもあったとい

うことがあって、それらの自治体に比べると鳥取市の返礼品が若干見劣りするという

ような影響もあり寄附額が減ってしまったという説明でございました。このほか、鳥取

市がふるさと寄附金に向かって行くスタンスについてもお話しいただきました。単に
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寄附金を集めるだけでなく、ふるさと寄附金の持つ情報発信力を有効に活用して地場

産品をＰＲしたりですとか、鳥取市の施策を知っていただいたりという発信に使って

いるんですという説明でした。このようなお話ののち皆様から出たご意見としては資

料のとおりでございます。 

（以下、資料を読み上げ） 

山下恭史委員長： 

はい、どうもありがとうございました。ポイント制度に関するご意見というのがここ

には挙がっていないんですが、あれは選択できるということでいいんですよね。 

岩田主任： 

はい、鳥取市に会員登録をしてポイントを使うという方法もありますが、全体で見る

と 8 割くらいの方は直接金額表示されているサイトから寄附されているということで

ございました。 

山下恭史委員長： 

どなたか、何かご意見ございますか。 

松本委員： 

関西の方の自治体の例もありますけど、むちゃくちゃなことはもうできないと思う

ので、やはりこの真ん中のまとめに書いてあるように、目玉商品というか良いものを作

ってもらうということかと思います。それからふるさと納税に選ばれることが光栄だ

という風になるような仕組みを鳥取市さんにはお願いするということがいるのかなと。

この資料に大山ブランドとありますけれど、今は大山○○と付くと良く売れると聞き

ますので、それが鳥取だと何なのか、砂丘○○ということなのか分かりませんが、とに

かくそういうブランド化ができるような働きかけを企業にもしたいので、そういうこ

とに繋がるためのお金が良いのか何なのかは難しいですけれど、施策は考えていただ

けたらなとは思います。少なくとも今年はこれで良いのかなと思います。 

山下恭史委員長： 

ヒアリングの時も少し話に出ていたんですが、モノの消費からコトの消費へという

ことで、体験型の商品が全国的にも出てきていますよね。それが鳥取市の場合は、パ

ラグライダーが平成 28年度までは 100 件弱あったけれど、昨年度は 1～2件であった

という説明でした。これは今まで多かったというのには何か理由があるんでしょう

か。前回聞けばよかったんですけど。 

岩田主任： 

申し訳ございません、今、私では答えを持っておりませんので、また確認させてい

ただきます。（※２） 

 

（※２）委員会当日、事務局からはこのようにお答えしておりますが、後日担当課

から以下のとおり回答をいただいております。 
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―――以下、担当課回答――― 

 国が示した方針により、平成 29年度より鳥取市では返礼品を寄附額の 3割以内

としました。その結果、パラグライダー体験を返礼品として受け取るための必要寄

附額が増額となったことが、件数減少の主な要因と考えられます。 

 

徳本委員： 

都城市が肉と焼酎で 70億というのは、これはもともと有名なところなんですか。 

山下恭史委員長： 

私達も都城って聞いても正直イメージはないですよね。 

徳本委員： 

そうですよね、私も知らなかったので。お得という感じなんですかね。 

山下恭史委員長： 

そういうことなんでしょうね。その他は何かご意見ありますか。なければここは、

体験型なども含めて選択肢を増やすと同時に鳥取市らしさというのを失わないように

しましょう。なおかつ鳥取市そのものをこれを機にさらにＰＲを深めていきましょう

と。まとめるとしたらこんなところでしょうか。これはこれでなかなか難しいかもし

れませんけど。 

徳本委員： 

ふるさと納税をする人っていうのは、パンフレットを見てするんですよね。 

山下恭史委員長： 

パンフレットとかホームページもあるでしょうね。ホームページだとランキングな

んかも出ていますからね。ふるさと納税上位というような。 

徳本委員： 

そういうのを見てしているんですかね。わたし、鳥取のねばりっこが大好きでよく

食べるんですけれど、そういうのってあまり知られていないじゃないですか。ふるさ

と納税ということだけではなくて、都会のスーパーにこういう鳥取の物が並んだらい

いなと思いますので、普段から鳥取の物になじめるようなやり方ができないかなと思

います。 

山下恭史委員長： 

鳥取市ではねばりっこは難しいかもしれませんね。北栄あたりだと良く作っている

けれど。 

長屋委員： 

鳥取県中部のものですね。 

徳本委員： 

なるほど、じゃあ鳥取市の物としては出しにくいですね。 
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長屋委員： 

砂丘の景観を守るために寄附をして、その代わりに砂の美術館のチケットとプレゼ

ントするとかっていうのはないですか。 

山下恭史委員長： 

作ろうと思えばそういうものもできそうですね。 

徳本委員： 

是非プレゼントして、砂の美術館を見に鳥取に来てほしいですよね。 

長屋委員： 

鳥取市民としては砂丘はやっぱり誇りに思えるものだと思うので、普段口にはしな

いかもしれないけれど、鳥取には何がありますかと聞かれたら県外では砂丘ですと言

いますから。 

山下恭史委員長： 

納税の使途のところに、他えば鳥取砂丘の景観とか、教育関係とか色々ありますけれ

どそういうものを掲載してもらって、後は商品提供のところは、砂丘に関するグッズと

かも増えているということでしたのでそういったものを返礼品一覧に載せてもらうと

いうことでしょうか。 

岩田主任： 

寄附の使い道のところでいけば、今のパンフレットにも鳥取砂丘の保全と活性化に

使って行きますよいう紹介はさせていただいておりますので、それと、砂の美術館のグ

ッズとかを結び付けてやるともっと面白いんじゃないかということですね。ありがと

うございます。 

川口委員： 

使途についても、景観の保全に使っていますというだけだと漠然としていてイメー

ジできないので、こういう部分を修復しましたよとか、こうなりましたというビフォー

アフターが分かるようにすると良いと思います。そうするとこの資料の 7 番目の返礼

品だけではない動機づけというのに繋がると思います。ただ漠然と言うのではなくて、

このお金でこうなったですとかこれを継続したいんですという風にした方が、動機づ

けは強まる気がします。 

徳本委員： 

砂丘でラクダに乗って写真を撮るとモロッコみたいに見えるらしいんですよ。だか

らそういう写真撮り権みたいなものを作って、あの砂漠のイメージの衣装を着てわざ

わざ鳥取に撮りに来てもらうというものが出来たら面白いかなと思います。 

長屋委員： 

インスタとかに上げてもらって。市役所の方は一日一回必ずインスタに投稿すると

かしたら、広報にはなると思いますけどね。あとはホームページも必ず開くとかしたら

上位に来るんじゃないかと。 



20 
 

徳本委員： 

「今日の砂丘」みたいな感じで。市役所の人が衣装着て。 

山下恭史委員長： 

業務時間中は難しいかもしれませんね。前にどこかがランキング上位にするために

組織的に検索して問題になったことがありましたね。 

岩田主任： 

広報として投稿するのは良いかもしれませんけど、業務時間中にみんながいいねを

押していたら問題かもしれませんね。 

徳本委員： 

確かにみんなでわざといいねを押して釣り上げたらいけませんよね。 

長屋委員： 

でも広報にはインスタとか良いですよね。海外の人も見れますし。 

山下恭史委員長： 

たくさんご意見いただきました。他にご意見あればと思いますが。無いようでしたら

このふるさと寄附金のものも終わります。今日は４つのテーマについてご意見を頂戴

しましたけれど、追加で全体を通してこれは言っておきたいと言うことがあればお願

いしたいと思います。 

 

４．その他 

山下恭史委員長： 

特に皆さんから無いようでしたら本日の議事は終わりたいと思います。ではその他

のところで事務局から何かあればお願いします。 

河口行財政改革課長： 

本日はありがとうございました。たくさんのご意見いただきましたので、これから外

部評価の結果ということでしっかりまとめさせていただいて、次回またご議論いただ

きながら、総評としてこれからも継続するのが良いのか、あるいは抜本的な見直しがい

るのかというのはまたご意見いただけたらと思います。今日は４つのテーマについて

意見を交わしていただきました。私も耳の痛いところでございます。外から見た鳥取と

いうのはやはり重要だなという風に私も思いました。それから現実と目標との差です

とかスピード感を持ってというところ。そして移住というものに対する意見というの

を我々は来ていただいた人からしか聞かないですが、こちらから出ていかれる方の意

見というのは重要なものだなという風に思いました。それから熱海のお話ですが、先ほ

どおっしゃっていただいたようにシティセールスがすごいところでございまして、

我々もそういったところに視察に行かせるようにしていこうかなと思っております。

これからの鳥取市に期待していただければと思います。もう一つシティセールスでい

けば委員長様の挨拶にありましたけど、麒麟のまちが日本遺産にこの度やっと認定さ
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れたということでございまして、こういったものに引き続き取り組んでいきたいと考

えております。砂丘というとどうしてもイメージカラーで行けば茶色になってしまう

んですけれど、この麒麟獅子というのは、赤と金色でかなりきらびやかなものですので、

こういったイメージをどんどんつけていきたいと思っております。これはＤＭＯとい

う観光推進組織がありますので、こちらでしっかり進めていきたいと思います。それか

ら移住相談会については、ある程度成果は上がっているんですが、確かに費用対効果と

いうのはどうかなという悩みはございます。そして移住希望者のニーズに合せたよう

な取り組みというのが、本当に今はどうなのかということも考えないといけないと思

います。現在、鳥取県や鳥取市に限らず、全国的に東京への一極集中が問題になってい

ます。これをなんとか打破したいということで、実は今、東京から起業者を呼び込むた

めにはどうしたらいいのかという新たな対策を練っているところです。また、砂像のま

ちですけれど、コナンは実際どこまでできるかというのはあるんですが、担当課と市長

の方にはしっかり伝えていきたいと思います。確かにずっと砂で世界旅行というテー

マで来ていますので、親しみやすいテーマなど、そろそろ見直しの時期に来ているのか

なと思います。あとはマナーですとか、回遊性のお話しについてもしっかり考えていき

たいと思っておりますし、滞在型観光については喫緊の課題だと思っております。また

近々、砂丘のエリア全体の構想と併せて泊まっていっていただくというようなことも

含めた計画というものをお示ししていきたいと考えております。そして最後のふるさ

と納税でございますけれど、先ほど松本委員さんが言っていただきましたが関西の自

治体ではアマゾンの商品券で 250 億円という、鳥取市の税収が 230 億ぐらいですから、

それよりも多くの額を集めてきているということになります。こういうことはなかな

かできないんですけれど、皆さんに言っていただいたように、商品化とかブランド化と

いうのは大事なことかなと思いますし、今まではビフォーアフターというようなこと

は出しておりませんでした。こういったもので何が直ったのか、どういったものをやっ

て子どもたちが喜んだのかというようなところを、きめ細やかにしていくというのは

非常に良いなと思いました。例えば熊本城なんかは、寄附した方の名前を瓦に入れたり

していますので、そういった寄附の仕方が動機づけになるように取り組むというのも

必要かなと思います。このほかブランド力ということで言えば、次世代農業などの新し

い産業も考えようとしておりまして、いずれ鳥取市のブランドを高めていきたいなと

思いますので、引き続きまた皆さんのご意見を参考にしながら市政に活かしていきた

いと考えております。本日は本当にありがとうございました。 

 

５．閉会 

 山下恭史委員長： 

   はい、ありがとうございました。ではちょうど時間になりましたので、これで第６

回の鳥取市行財政改革推進市民委員会を終了いたします。これから暑い日が続きます
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ので、委員の皆様は体調管理に気を付けていただければと思います。本日はありがと

うございました。 

―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 


